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1 適正規模に関する課題等 

 

 前回(8月)の通学区域審議会では、本市の小中学校の児童生徒数は減少傾向にあり、そ

れに伴い、将来的に学級数も少なくなっていくことが確認されました。今回の通学区域審

議会では、そのことを踏まえて、学級数や児童生徒数の減少が本市の教育にどのような影

響を及ぼすのか、具体的に検討していただきたいと思います。 

 前回お配りした資料 1の文部科学省発行『公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等

に関する手引～少子化に対応した活力ある学校づくりに向けて～』(以下「国手引」と言い

ます。)p.6～11や、同じく資料 2の道教委発行『北海道における少子化に対応した活力あ

る学校づくりについて』(以下「道手引」と言います。)p.3では、「学校の適正化」に関わ

って、以下の視点を示しています。 

 

まずは、「学級数に関する視点」として、 

 

□ 学級数が少ないことによる学校運営上の課題の有無及びその内容 

□ 教職員数が少なくなることによる学校運営上の課題の有無及びその内容 

□ 学校運営上の課題が児童生徒に与える影響の有無及びその内容 

  

次に、「児童生徒数に関する視点」として、 

 

□ 学級における児童生徒数による影響の有無 

□ 学校全体の児童生徒数による影響の有無 

を確認します。 

  

一般的に想定される影響等は、国手引や道手引に記載されているため、それらを参考に

しながら、議論を進めていただければと思います。国手引からの引用は、緑枠で囲ってい

る各部分です。 
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2 学級数に関する視点 

  

(1) ア 学級数が少ないことによる学校運営上の課題(国手引 p6、7) 

国手引には、学級数が少数になることによって生じると一般的に考えられる課題を提示

しています。以下は、その内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)学級数が少ないことによるメリット(国手引 p.34) 

 学級数が少ないことによるメリットについても、課題と同様に提示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(学級数が少ないことによる学校運営上の課題) 

○ まず、基本的な視点として、学級数が少なくなることにより生じ得るデメリットについて考える必要があります。

一般に、学級数が少ない学校においては、４章の(２)で詳述するようなメリットもある一方、児童生徒数や教職員数が

少なくなることによる影響も含め、下記のような学校運営上の課題が生じる可能性があります。 

① クラス替えが全部又は一部の学年でできない 

② クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない 

③ 加配なしには、習熟度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい 

④ クラブ活動や部活動の種類が限定される 

⑤ 運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる 

⑥ 男女比の偏りが生じやすい 

⑦ 上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範となる先輩の数が少なくなる 

⑧ 体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる 

⑨ 班活動やグループ分けに制約が生じる 

⑩ 協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる 

⑪ 教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる 

⑫ 生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける 

⑬ 児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる 

⑭ 教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる 

以上の課題は、学級数や学級当たりの児童生徒数の減少に応じて一層顕在化することが懸念されます。 

意見等記載欄 
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東部小学校学級数推移
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西部小学校学級数推移
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大曲小学校学級数推移
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西の里小学校学級数推移

【資料 1】市内小学校学級数推移（再掲） 平成 31年度以降は推計 
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北の台小学校学級数推移
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大曲東小学校学級数推移
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双葉小学校学級数推移
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緑ヶ丘小学校学級数推移

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 
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西の里中学校学級数推移
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東部中学校学級数推移
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大曲中学校学級数推移
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西部中学校学級数推移

【資料 2】市内中学校学級数推移（再掲） 平成 31年度以降は推計 
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広葉中学校学級数推移
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緑陽中学校学級数推移

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 
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イ 小規模校のメリット(国手引 p.34) 

 次に、小規模校であることのメリットは、以下のとおり提示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 一般に小規模校には下記のようなメリットが存在すると言われています。 

① 一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指導を含めた

きめ細かな指導が行いやすい 

② 意見や感想を発表できる機会が多くなる 

③ 様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる 

④ 複式学級においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学び合う活動

を充実させることができる 

⑤ 運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える 

⑥ 教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材でも比較

的少ない支出で全員分の整備が可能である 

⑦ 異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことができる 

⑧ 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が展開しやす

い 

⑨ 児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と連携した

効果的な生徒指導ができる 

意見等記載欄 
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（2） 教職員数が少なくなることによる学校運営上の課題の有無(国手引 p.8) 

 

 教員の配置については、基本的に北海道教育委員会決定の「小学校及び中学校の県費負

担教職員定数配置基準」（別紙資料参照）により、学校の学級数に対応した教員定数(校長

含む)が割り当てられることになります。 

 今回は、普通学級数を対象として、前回、お示しした各学校の学級推計数に基づいて教

員定数(校長・教頭を除く)の推計を行っています。ここでは、教員定数推計をご覧いただ

いた後、国が提示している学校運営上の課題を見ていきたいと思います。 

 

ア 小学校における教員の定数推計(校長、教頭、加配を除く) 

 小学校の推計では、全体的に緩やかな下降となっていますが、特に西部小学校の教員定

数は、児童数の減少とともに平成 36年度は平成 30年度から 5人減となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

東部小 13 13 13 13 13 13 13

西部小 12 10 9 8 7 7 7

大曲小 17 16 15 15 13 13 13

西の里小 13 13 13 13 13 13 13

北の台小 15 15 15 15 13 13 11

大曲東小 17 17 17 17 16 15 13

双葉小 13 13 12 12 12 11 10

緑ヶ丘小 9 9 7 8 8 8 8
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【資料3】小学校教員の定数（普通学級 校長・教頭除く）

東部小 西部小 大曲小 西の里小

北の台小 大曲東小 双葉小 緑ヶ丘小
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イ 中学校における教員の定数推計(校長、教頭、加配を除く) 

 中学校の推計では、全体的には緩やかな減少傾向となっていますが、特に西部中学校と

緑陽中学校の平成 39年度の教員定数は、7人となっており、中学校で学ぶ 10教科(国、

社、数、理、音、美、技・家、英語、保体)を下回る状態になることが予想されます。これ

に関連する免許外指導については、後ほど触れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 

 

 

 

 

 

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

東部中 20 19 19 19 19 18 18 18 19 18

西部中 9 9 9 9 9 8 7 7 7 7

大曲中 23 21 20 21 23 21 21 20 19 19

西の里中 13 11 13 13 11 11 9 9 9 9

広葉中 9 11 9 9 9 9 8 8 8 9

緑陽中 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
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【資料4】中学校教員の定数(普通学級 校長・教頭除く)

東部中 西部中 大曲中 西の里中 広葉中 緑陽中
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ウ 具体的な課題（国手引 p.8) 

教職員数が少なくなることによって生じる課題を国手引では、以下のとおり提示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の⑩にもありますが、ここで、免許外指導について本市の状況を見ていきます。原

則として、中学校生徒への教科指導を行う際、指導教員は当該教科の指導免許を有しな

ければなりませんが、当該教科の免許を保有しない教員（免許外）による指導が例外的

に許される場合があります(後述【免許外教科担任制度】参照)。 

ただ、例外として認められる場合であっても、あくまで免許外の指導であることか

ら、免許保有教員の指導と比べて、専門性を生かした指導は十分なものとはならず、ま

た、専門教科以外の指導を行う教員の負担増加という点から、改善を要するものである

ことには変わりありません。道の免許外指導解消に係る加配事業等がありますが、事業

(教職員数が少なくなることによる学校運営上の課題) 

○ また、小・中学校共通して、学級数が少なくなるに従い、配置される教職員数が少なくなる

ため、下記のような問題が顕在化し、結果として教育活動に大きな制約が生じる恐れがあること

に留意が必要です。 

① 経験年数、専門性、男女比等バランスのとれた教職員配置やそれらを生かした指導の充実が

困難となる 

② 教員個人の力量への依存度が高まり、教育活動が人事異動に過度に左右されたり、教員数が

毎年変動することにより、学校経営が不安定になったりする可能性がある 

③ 児童生徒の良さが多面的に評価されにくくなる可能性がある、多様な価値観に触れさせるこ

とが困難となる 

④ ティーム・ティーチング、グループ別指導、習熟度別指導、専科指導等の多様な指導方法を

とることが困難となる 

⑤ 教職員一人当たりの校務負担や行事に関わる負担が重く、校内研修の時間が十分確保できな

い 

⑥ 学年によって学級数や学級当たりの人数が大きく異なる場合、教員間に負担の大きな不均衡

が生ずる 

⑦ 平日の校外研修や他校で行われる研究協議会等に参加することが困難となる 

⑧ 教員同士が切磋琢磨する環境を作りにくく、指導技術の相互伝達がなされにくい(学年会や教

科会等が成立しない) 

⑨ 学校が直面する様々な課題に組織的に対応することが困難な場合がある 

⑩ 免許外指導の教科が生まれる可能性がある 

⑪ クラブ活動や部活動の指導者確保が困難となる 
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の指定が確約されているものではないため、市教委は、そのような状況になることを可能

な限り少なくする必要があるといえます。 

 

【免許外教科担任制度】（文部科学省『教員免許制度の概要』より） 

中学校、高等学校、中等教育学校の前期課程・後期課程、特別支援学校の中学部・高等

部において、相当の免許状を所有する者を教科担任として採用することができない場合

に、校内の他の教科の教員免許状を所有する教諭等(講師は不可)が、1年に限り、免許外

の教科の担任をすることができます。校長及び教諭等が、都道府県教育委員会に申請し、

許可を得ることが必要です。(教育職員免許法第 3条の 2、教育職員免許法附則第 2項) 

 

【資料 5】免許外指導の状況(平成 30 年度の中学校教諭の中学校免許所持状況) 

外：免許外 加：加配 兼：兼務 時：時間講師 

中学校 国 数 社 理 英 体 音 美 技 家 

東部中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

西部中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 加 外 

大曲中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

西の里中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外 外 

広葉中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 兼 外 

緑陽中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 時 ○ 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見等記載欄 



12 

 

 

【参考資料】平成 30年度小学校教諭の中学校教諭免許状所有状況  

※養護教諭・栄養教諭・事務職員を除く。 
                              

科目 人数（180人中） 割合 科目 人数（180人中） 割合 

国語 31名 （17.2%） 保健体育 21名 （11.7%） 

社会 37名 （20.6%） 保健 0名 （0.0%） 

数学 5名 （2.8%） 技術 2名 （1.1%） 

理科 20名 （11.1%） 家庭 12名 （6.7%） 

音楽 7名 （3.9%） 外国語 10名 （5.6%） 

美術 7名 （3.9%） 
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（3） 学校運営上の課題が児童生徒に与える影響(国手引 p.8、9) 

  

学校運営上の課題が児童生徒に与える影響についても、下記のような事項が挙げられて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(学校運営上の課題が児童生徒に与える影響) 

○ 上記で述べたような学級数が少ないことによる学校運営上の課題は、いずれも一般的に想定さ

れるものであり、実際に個別の課題が生じるかどうかは、地域や児童生徒の実態、教育課程や指

導方法の工夫の状況、教育委員会や地域・保護者からの支援体制など、学校が置かれた諸条件に

より大きく異なりますが、仮に上記のような課題が生じた場合、児童生徒には以下のような影響

を与える可能性があります。 

① 集団の中で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく、社会性やコミュニケーショ

ン能力が身につきにくい 

② 児童生徒の人間関係や相互の評価が固定化しやすい 

③ 協働的な学びの実現が困難となる 

④ 教員それぞれの専門性を生かした教育を受けられない可能性がある 

⑤ 切磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出されにくい 

⑥ 教員への依存心が強まる可能性がある 

⑦ 進学等の際に大きな集団への適応に困難を来す可能性がある 

⑧ 多様な物の見方や考え方、表現の仕方に触れることが難しい 

⑨ 多様な活躍の機会がなく、多面的な評価の中で個性を伸ばすことが難しい 

意見等記載欄 
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3 児童生徒数に関する視点(国手引 p.9、10) 

 

 これまで学級数が少ないことによる影響を見てきましたが、同じ学級数でも学級に属す

る児童生徒数の多寡によって違いがあることについても考慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 学級における児童生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【併せて考慮すべき視点－(２)学級の児童生徒数及び学校全体の児童生徒数】 

○ 以上で学級数が少ないことの課題について述べてきましたが、学級数は同じであっても、各学

級の児童生徒数や学校全体の児童生徒数には大きな幅があり、児童生徒数が少ない場合には、一

定の学級数があっても、教育活動の質の維持が困難となる場合もあります。このため、学校規模

の適正化の検討に当たっては、学級数と併せて学級における児童生徒数や学校全体の児童生徒数

も考慮する必要があります。 

(学級における児童生徒数(学年単学級の場合)) 

○ 学級は、児童生徒が学校生活の大部分を過ごす基本単位であり、特に単学級の学年が生じて

いるような場合については、学級規模(１学級の児童生徒数)を考慮することが極めて重要になっ

てきます。一口に単学級といっても、学級の児童生徒数が１０人にも満たない場合から４０人の

場合まで様々です。一般に、学級規模が小さいと、きめ細かな指導がしやすくなる、様々な活動

のリーダーを務める機会が増える、発言の機会を多く確保できるようになるといったメリットが

ありますが(４章(２)参照)、その一方で、学級における児童生徒数が極端に少なくなった場合、

(１)で述べた学級数が少ないことにより生じる様々な課題のうち、以下の点が特に顕著な課題と

して現れてきます。 

・運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる 

・クラス内で男女比の偏りが生じやすい 

・体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる 

・班活動やグループ分けに制約が生じる 

・協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる 

・教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる 

・児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる 

・教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる 

このため、市町村によっては、学年が単学級となった場合を想定し、１学級当たりの最低限の児

童生徒数を基準として定め、学校規模適正化の判断材料としているところも見られます。 

○ 今後の教育においては、一方向・一斉型の授業だけではなく、子供たちが自ら課題を発見

し、主体的に学び合う活動など、協働的な学習を通じて、意欲や知的好奇心を十分に引き出すこ

とが求められています。第二期の教育振興基本計画においても、「言語活動の充実や、グループ

学習、ＩＣＴの積極的な活用をはじめとする指導方法・指導体制の工夫改善を通じた協働型・双 
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方向型の授業革新」の必要性が盛り込まれています。しかしながら、学級の児童生徒数が余りにも

少ない場合、先に述べたように班活動やグループ分けのパターンや、協働的な学習で取り上げる課

題に制約が生じることから、こうした新たな時代に求められる教育活動を充実させることが困難に

なるといった課題もあります。 

意見等記載欄 
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【資料 6】単学級が見込まれる小学校の 1学級当たりの児童数（年号は、便宜上、「H（平成）」を使用） 

 

 

 

 

 

 

学校名 年度 
１年生 1 学級 

当たり 

２年生 1 学級 

当たり 

３年生 1 学級 

当たり 

４年生 1 学級 

当たり 

５年生 1 学級 

当たり 

６年生 1 学級 

当たり 学級数 学級数 学級数 学級数 学級数 学級数 

西部小 

H30 1  34  2  20  2  22  2  29  2  29  2  28  

H31 1  35  1  34  1  40  2  22  2  29  2  29  

H32 1  22  1  35  1  34  1  40  2  22  2  29  

H33 1  29  1  22  1  35  1  34  1  40  2  22  

H34 1  29  1  29  1  22  1  35  1  34  1  40  

H35 1  27  1  29  1  29  1  22  1  35  1  34  

H36 1  26  1  27  1  29  1  29  1  22  1  35  

双葉小 

H30 2  20  2  27  2  24  2  24  2  25  2  35  

H31 2  24  2  20  2  27  2  24  2  24  2  25  

H32 2  21  2  24  1  40  2  27  2  24  2  24  

H33 2  26  2  21  2  24  1  40  2  27  2  24  

H34 2  19  2  26  2  21  2  24  1  40  2  27  

H35 1  31  2  19  2  26  2  21  2  24  1  40  

H36 1  28  1  31  1  38  2  26  2  21  2  24  

緑ヶ丘小 

H30 2  18  1  35  1  34  1  30  2  21  1  33  

H31 1  34  2  18  1  35  1  34  1  30  2  21  

H32 1  24  1  34  1  36  1  35  1  34  1  30  

H33 2  21  1  24  1  34  1  36  1  35  1  34  

H34 1  26  2  21  1  24  1  34  1  36  1  35  

H35 1  28  1  26  2  21  1  24  1  34  1  36  

H36 1  22  1  28  1  26  2  21  1  24  1  34  

北の台小 

H30 2  31  2  26  3  27  2  29  2  32  2  37  

H31 2  32  2  31  2  26  3  27  2  29  2  32  

H32 2  27  2  32  2  31  2  26  3  27  2  29  

H33 2  27  2  27  2  32  2  31  2  26  3  27  

H34 2  19  2  27  2  27  2  32  2  31  2  26  

H35 2  22  2  19  2  27  2  27  2  32  2  31  

H36 1  28  2  22  1  37  2  27  2  27  2  32  



17 

 

【資料 7】単学級が見込まれる中学校の 1学級当たりの生徒数（年号は、便宜上、「H（平成）」を使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 資料 6、7はいずれも平成 30年 5月時点の児童生徒数の推計から計算（北海道の少人

数学級実践研究事業の基準を適用し、小学校 2年生、中学校 1年生（2学級以上）におい

て、1学級当たりの児童生徒数が 35人を超える対象学年の現行学級数には 1学級を加算） 

※2 学級数が 2で、学年の児童生徒数が奇数の場合は、2学級のうち多い方の児童生徒数 

※3 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 年度 
１年生 1 学級 

当たり 

２年生 1 学級 

当たり 

３年生 1 学級 

当たり 学級数 学級数 学級数 

西部中 

H30 2  26  2  34  2  35  

H31 2  28  2  26  2  34  

H32 2  31  2  28  2  26  

H33 2  30  2  31  2  28  

H34 2  22  2  30  2  31  

H35 1  40  2  22  2  30  

H36 1  35  1  40  2  22  

広葉中 

H30 2  28  2  35  2  31  

H31 3  24  2  28  2  35  

H32 2  27  2  36  2  28  

H33 2  25  2  27  2  36  

H34 2  24  2  25  2  27  

H35 2  26  2  24  2  25  

H36 1  39  2  26  2  24  

緑陽中 

H30 1  25  1  26  2  23  

H31 1  35  1  25  1  26  

H32 2  22  1  35  1  25  

H33 1  31  2  22  1  35  

H34 1  39  1  31  2  22  

H35 1  36  1  39  1  31  

H36 1  36  1  36  1  39  
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(2) 学校全体の児童生徒数(国手引 p.10、11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(学校全体の児童生徒数) 

○ 次に、学校全体の児童生徒数の観点で見てみると、各学年単学級の小学校の場合、児童数は

４０人程度から２３５人程度まで、各学年単学級の中学校の場合、生徒数は、１５人程度から１

２０人程度まで幅広いケースがありうるところです。 

○ 教職員の加配等により学校全体の学級数を一定程度確保している場合でも、学校全体の児童

生徒数が極端に少なくなった場合、(１)で述べた学級数が少ないことにより生じる課題のうち、

以下の点については特に顕著な課題として残る可能性があります。 

・クラブ活動や部活動の種類が限定される 

・運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる 

・学校全体として男女比の偏りが生じやすい 

・上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範となる先輩の数

が少なくなる 

○ このため、学校規模の適正化の検討に当たっては、国の学校規模の標準の単位である学級数

のみに着目するのではなく、学校全体の児童生徒数やその将来推計に基づき、具体的にどのよう

な課題が生じているのかや、生じる可能性があるのかを明らかにする必要があります。この点に

ついて、一部の市町村においては、学校統合の適否の検討の開始に係る基準(いわゆる要検討基

準)として、学校全体の児童生徒数を定めている例も見られます。 

意見等記載欄 
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※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

東部小 589 528 511 483 488 468 454 442 430 421 406 389 384 387 373 360 374 374 369 362 365 360 350 353 346 360 366

西部小 245 275 283 304 312 308 331 333 352 361 361 371 367 394 392 390 386 370 341 311 294 268 232 203 189 176 168

大曲小 577 544 507 523 520 507 473 455 473 472 462 447 472 478 473 457 455 448 476 472 466 457 439 434 411 386 373

西の里小 316 323 330 353 347 346 351 376 408 423 462 476 515 494 473 462 462 470 436 434 424 378 362 339 330 320 303

双葉小 384 390 376 358 342 320 312 285 277 281 272 249 237

緑ヶ丘小 254 236 209 201 190 202 214 211 193 205 197 190 176

北の台小 345 352 345 336 336 330 338 346 360 370 402 429 453 459 486 496 467 450 444 415 397 379 369 364 320 313 279

大曲東小 677 702 722 799 794 822 813 827 818 788 789 755 735 689 647 599 544 525 504 471 486 479 467 461 436 413 375
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【資料8】小学校別児童数推移（再掲）

東部小 西部小 大曲小 西の里小 双葉小 緑ヶ丘小 北の台小 大曲東小

推計 
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※ 年号は、便宜上、「H（平成）」を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H10 H11H12H13 H14H15H16 H17H18H19 H20H21 H22H23H24 H25H26H27 H28H29H30 H31H32H33 H34H35H36 H37H38H39

東部中 586 587 543 548 505 483 430 426 414 440 439 434 414 407 404 405 413 405 430 443 469 436 415 382 396 368 381 370 372 355

西部中 95 94 109 123 138 147 145 154 154 173 169 168 179 174 184 167 185 189 208 209 193 174 168 177 165 144 119 110 92 86

大曲中 705 696 692 670 667 648 658 655 638 640 618 639 592 626 615 630 615 585 571 534 493 461 457 464 492 486 490 461 431 415

西の里中 198 185 178 178 159 166 174 192 186 201 191 186 176 191 211 227 241 248 259 238 231 212 228 243 224 207 184 167 165 157

広葉中 362 364 318 299 275 265 271 254 263 239 246 236 225 206 212 191 197 186 190 192 189 195 179 174 150 149 138 138 128 140

緑陽中 409 366 342 312 301 261 253 240 232 214 188 176 163 156 155 163 161 150 145 124 100 86 103 109 113 106 111 106 94 100
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【資料9】中学校別生徒数推移（再掲）

東部中 西部中 大曲中 西の里中 広葉中 緑陽中

推計 
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                (各年度の中学校卒業アルバムから、部活動数を集計) 

 

中学校の部活動数を前回、通学区域審議会を開催した平成 17年からの変化をまとめてい

ます。全体的に横ばい傾向に見えますが、生徒数の減り方が大きい緑陽中学校(p.20)で

は、部活動数が平成 17年度から半分になっています。 

 

 

 

 

以上、今回議論をしていただいたことを前提に、来年度の通学区域審議会では、北広島

市立の小中学校の適正規模（学級数の上限数及び下限）について、審議を進めていただき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

平成17年度 平成22年度 平成27年度 平成30年度

東部中 14 15 14 14

西部中 4 4 5 5

大曲中 16 14 17 17

西の里中 10 8 9 8

広葉中 9 6 7 8

緑陽中 12 7 9 6
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【資料10】部活動数の変化(平成17年度から平成30年度)


